
年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

D 単元 Lesson 7・Lesson 8
【知識及び技能】
英語表現の意味や文法事項の働きを理
解し、適切に使えることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分
の考えを詳しく伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分
の考え、気持ちなどを詳しく伝えようとし
ている。

[指導事項]
1.題材の内容をINPUT Reading,
Listeningを通して理解させる。
2. OUTPUT Expressing adviceを通
して、文法の基礎を復習し、定着さ
せる。
3. 構文ノートを利用して、構文の
基礎を定着させる。
[教材]
・文法の応用問題は、UPGRADE参考
書やUPGRADE標準問題集で学ばせ
る。
・入試問題にも取り組ませる。

〇 ○

【知識及び技能】
英語表現の意味や文法事項の働きを理解し、
適切に使えている
　
【思考力、判断力、表現力等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分の考え
を詳しく伝えている。

【学びに向かう力、人間性等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分の考
え、気持ちなどを詳しく伝えようとしている。

○

定期考査 ○

外国語 論理・表現Ⅲ
外国語 論理・表現Ⅲ 2

定期考査

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これれらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書く
ことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えなどの概要
や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力
を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いて
コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（Vision Quest English Logic and Expression Ⅲ, UPGRADE 英文法・語法問題 完全演習, 四訂版UPGRADE 英文法・語法問題

外国語

・日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などに
おいて，基本的な語句や文を用いて，情報や考えなどを話して伝
え合ったり，やり取りを通して必要な情報を得ることができる。
・日常的な話題や社会的な話題について，必要な背景知識・語
彙・表現を用いて自分の考えを述べる技能を身に付けることがで
きる。
・日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備におい
て，基本的な語句や文を用いて，情報や考えなどを論理の構成や
展開を工夫して文章を書いて伝えることができる。

・日常的な話題や社会的な話題について，英語を聞いた
り読んだりして得られた情報や考えなどを活用しなが
ら，話したり書いたりして、情報や自分自身の考えなど
を適切に表現できる。
・学校外での生活や地域社会などの日常的な話題につい
て，自分のことを伝えたり、相手からの質問に答えたり
することができる。また，その内容を整理し，クラスで
発表することができる。

・自分の意見を相手により理解してもらえるように，日常的
な話題や社会的な話題について，自分の考えを理由ととも
に伝えたり，相手からの質問に答えたりしようと積極的に取
り組むことができる。
・他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しな
がら、外国語で聞いたり読んだりしたことを活用して、自分
の意見や考えなどを話したり書いたりして表現しようと積極
的に取り組むことができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知 思 態

配
当
時
数

１
学
期

A 単元 Lesson 1・Lesson 2
【知識及び技能】
英語表現の意味や文法事項の働きを理
解し、適切に使えることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分
の考えを詳しく伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分
の考え、気持ちなどを詳しく伝えようとし
ている。

[指導事項]
1.題材の内容をINPUT Reading,
Listeningを通して理解させる。
2. OUTPUT Expressing adviceを通
して、文法の基礎を復習し、定着さ
せる。
3. 構文ノートを利用して、構文の
基礎を定着させる。
[教材]
・文法の応用問題は、UPGRADE参考
書やUPGRADE標準問題集で学ばせ
る。
・入試問題にも取り組ませる。

○ ○

【知識及び技能】
英語表現の意味や文法事項の働きを理解し、
適切に使えている
　
【思考力、判断力、表現力等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分の考え
を詳しく伝えている。

【学びに向かう力、人間性等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分の考
え、気持ちなどを詳しく伝えようとしている。

B 単元 Lesson 3・Lesson 4
【知識及び技能】
英語表現の意味や文法事項の働きを理
解し、適切に使えることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分
の考えを詳しく伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分
の考え、気持ちなどを詳しく伝えようとし
ている。

[指導事項]
1.題材の内容をINPUT Reading,
Listeningを通して理解させる。
2. OUTPUT Expressing adviceを通
して、文法の基礎を復習し、定着さ
せる。
3. 構文ノートを利用して、構文の
基礎を定着させる。
[教材]
・文法の応用問題は、UPGRADE参考
書やUPGRADE標準問題集で学ばせ
る。
・入試問題にも取り組ませる。

○ ○

【知識及び技能】
英語表現の意味や文法事項の働きを理解し、
適切に使えている
　
【思考力、判断力、表現力等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分の考え
を詳しく伝えている。

【学びに向かう力、人間性等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分の考
え、気持ちなどを詳しく伝えようとしている。

定期考査

○ ○ ○ 12

定期考査 ○ ○ 1

○

○ ○ 14

○ 1

○ ○ ○ 12

２
学
期

C 単元 Lesson 5・Lesson 6
【知識及び技能】
英語表現の意味や文法事項の働きを理
解し、適切に使えることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分
の考えを詳しく伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分
の考え、気持ちなどを詳しく伝えようとし
ている。

[指導事項]
1.題材の内容をINPUT Reading,
Listeningを通して理解させる。
2. OUTPUT Expressing adviceを通
して、文法の基礎を復習し、定着さ
せる。
3. 構文ノートを利用して、構文の
基礎を定着させる。
[教材]
・文法の応用問題は、UPGRADE参考
書やUPGRADE標準問題集で学ばせ
る。
・入試問題にも取り組ませる。

〇 ○

○

○

○

【知識及び技能】
英語表現の意味や文法事項の働きを理解し、
適切に使えている
　
【思考力、判断力、表現力等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分の考え
を詳しく伝えている。

【学びに向かう力、人間性等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分の考
え、気持ちなどを詳しく伝えようとしている。

○

○ 1

○ 1

○ ○ 15



合計

３
学
期

E 単元 Lesson 9・Lesson 10
【知識及び技能】
英語表現の意味や文法事項の働きを理
解し、適切に使えることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分の
考えを詳しく伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分
の考え、気持ちなどを詳しく伝えようとし
ている。

[指導事項]
1.題材の内容をINPUT Reading,
Listeningを通して理解させる。
2. OUTPUT Expressing adviceを通
して、文法の基礎を復習し、定着さ
せる。
3. 構文ノートを利用して、構文の
基礎を定着させる。
[教材]
・文法の応用問題は、UPGRADE参考
書やUPGRADE標準問題集で学ばせ
る。
・入試問題にも取り組ませる。

〇 ○

定期考査

70

12○ ○

○ 1

○

【知識及び技能】
英語表現の意味や文法事項の働きを理解し、
適切に使えている
　
【思考力、判断力、表現力等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分の考え
を詳しく伝えている。

【学びに向かう力、人間性等】
多様な語句や文を用いて、情報や自分の考
え、気持ちなどを詳しく伝えようとしている。

○

○


